
有
線
電
気
通
信
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

超
短
波
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式

走
査
線
内
信
号
切
替
方
式
又
は
走
査
線
転

O O O O O O

O O O O O OO O O O
正
す
る
省
令
(
同
七

を
改
正
す
る
省
令
(
同
七
一
)

電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
(
同
七
二
)

事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
(
同
七
一
二
)

電
波
監
理
審
議
会
が
行
う
審
理
及
び
意
見

(
同
八
八
)
 

を
廃
止
す
る
件
(
同
二
三
六
)

O
)

る
省
令
(
同
七
四
)
�
 

特
定
新
規
開
設
局
の
件
及
び
特
定
周
波
数

登
録
点
検
事
業
者
等
規
則
の
一
部
を
改
正

一
�
 
六

(
同
八
九
)
 タ

多
重
放
送
に
関
す
る
送
信

の
標
準
方
式
(
同
九
�
 

件
を
廃
止
す
る
件
(
同
二
三
七
)

パ
イ
ロ
ッ
ト
情
報
の
構
成
を
定
め
る
件
を

一
�
 
古
向
精
細
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
(
デ
ジ
タ

す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
問
九
一
)

一
(
総
務
五
九
)

標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
音
声
多
重
放
送
に
関

廃
止
す
る
件
(
間
二
三
八
)

一
ル
放
送
を
除
く
。
)
に
関
す
る
送
信
の
標
準

標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
文
字
多
重
放
送
に
関

人
工
衛
星
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
係
る

一
方
式
を
廃
止
す
る
省
令
(
間
六
�
 

部
を
改
正
す
る
省
令
(
同
七
七
)
�
 

す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
同
九
二
)
�
 

有
料
放
送
役
務
標
準
契
約
約
款
を
定
め
た

電
気
通
信
事
業
紛
争
処
理
委
員
会
事
務
局

標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
デ
�
 タ
多
重
放
送

一
�
 
高
精
細
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
音
声
多
重
放
送

に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
同
九
三
)
�
 

件
を
廃
止
す
る
件
(
同
二
三
九
)

周
波
数
割
当
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
件

(
同
二
四

一
省
令
(
同
六
二

式
(
同
九
四
)

一
�
 
放
送
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
同
七
九
)
�
 

衛
星
一
般
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方

す
る
件
(
同
二
四
一
)

一
令
(
同
六
二
)

電
波
の
利
用
状
況
の
調
査
等
に
関
す
る
省

有
線
一
般
放
送
の
品
質
に
関
す
る
技
術
基

放
送
普
及
基
本
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る

一
�
 

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
同
八
�
 

準
を
定
め
る
省
令
(
同
一
九
五
)
�
 

件
(
間
二
四
二
)

放
送
大
学
学
園
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

無
線
局
運
用
規
則
に
よ
り
呼
出
符
号
又
は

一
(
同
六
三
)

一
�
 電波
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

9
一
令
(
同
六
四
)

令
(
岡
八
一
)
�
 

O
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無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
�
 

基
幹
放
送
の
業
務
に
係
る
表
現
の
自
由
享

O O O O O O O

l

l

O O O O O O O

O
)
 

1!.f1 

= 

U

O

じ
一
�
 一

る
省
令
(
同
六
五
)

無
線
局
運
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

ト一
wr一 

O

成
一
(
同
六
七
)

放
送
局
の
開
設
の
根
本
的
基
準
の
一
部
を

(f}外~1 
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物三

A
t
 

可日

O 


O 


〈コ 〈コ� 

O

= 


O

O

一
0
・
有
線
放
送
電
話
規
則
を
廃
止
す
る
省
令

( 号外)
独立行政法入国立印刷局

有
線
電
気
通
信
設
備
令
施
行
規
則
の
一
部

O
)

の
聴
取
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

す
る
省
令
(
同
七
五
)

O
総
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
〈
同
七
六
)

O
特
定
周
波
数
変
更
対
策
業
務
及
び
特
定
周

波
数
終
了
対
策
業
務
に
関
す
る
規
則
の
一

組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
同
七
八
)

電
気
通
信
事
業
紛
争
処
理
委
員
会
手
続
規

移
方
式
に
よ
る
映
像
信
号
の
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
の
手
願
、
疑
似
乱
数
符
号
重
畳
方
式
に

よ
る
音
声
信
号
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
手

順
、
疑
似
乱
数
符
号
系
列
の
生
成
方
法
、

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
に
関
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
並

び
に
関
連
情
報
の
構
成
及
び
送
出
手
順
を

定
め
る
等
の
件
を
廃
止
す
る
件

(
同
二
三
五
)

伝
送
制
御
符
号
の
構
成
を
定
め
る
等
の
件

変
更
対
策
業
務
及
、
び
特
定
周
波
数
終
了
対

策
業
務
に
関
す
る
規
則
第
六
条
の
二
第
三

号
の
総
務
大
臣
が
指
定
す
る
受
信
設
備
の

標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
等
の
う
ち
デ
ジ

標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
(
デ
ジ
タ
ル
放

超
短
波
音
声
多
重
放
送
及
び
超
短
波
文
字

超
短
波
デ

O O O O
(
同
八
六
)

タ
ル
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式

(
同
八
七
)
 

ヨ王...r 
ζコ。

七
〈コ
プ1.ヨ豆

送
を
除
く
。
)
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式

ヨ宝

多
重
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式

O
)
 

1m 

一
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
を
廃
止
す
る

無
線
局
(
放
送
局
を
除
く
。
)
の
開
設
の
根

↑
本
的
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

ノ又
〈コ� 

... r 
1m 

O

子
一
令
(
同
六
六
)
�
 

九
六

2
一
�
 無根
設
備
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

九
七
�
 

O

Cコ� 

一
改
正
す
る
省
令
(
同
六
八
)

1
一
�
 電
波
詰
理
審
議
会
議
事
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
(
同
六
九
)

= 


放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
の
一
部
を
変
更

O

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に

O
)
 

O

ブL 寸コ� 主王

有
基
準
に
関
す
る
省
令
(
同
八
二
)

基
幹
放
送
の
業
務
に
係
る
表
現
の
自
由
享

お
け
る
情
報
通
信
の
技
摘
の
利
用
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

正
す
る
省
令
(
総
務
・
文
部
科
学
一
)

呼
出
名
称
の
放
送
を
省
略
で
き
る
放
送
局

O

部
を
改
正
す
る
件
(
同
二
四
四
)

電
波
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
、
時
計
、

る
等
の
件
を
廃
止
す
る
件
(
総
務
二
一
三
一
一
)

フ
レ
ー
ム
行
列
の
構
成
、
フ
レ
ー
ム
制
御

プ1. ブも

O

一一小〕

を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

〔止ロ

(
同
二
四
三
)

放
送
区
域
等
を
計
算
に
よ
る
電
界
強
度
に

O
無
線
局
免
許
手
続
規
則
第
二
条
第
六
項
第

基
づ
い
て
定
め
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電

界
強
度
の
算
出
の
方
法
を
定
め
る
件
の
一

三
号
の
規
定
に
よ
り
、
同
一
人
に
属
す
る

二
以
上
の
無
線
局
相
互
間
に
お
い
て
共
通

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
定
め

有
基
準
に
関
す
る
省
令
の
認
定
放
送
持
株

会
社
の
子
会
社
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る

ー

O

業
務
書
一
類
等
の
備
え
つ
け
を
省
略
で
き
る

無
線
局
及
び
省
略
で
き
る
も
の
の
範
聞
並

び
に
そ
の
備
え
つ
け
場
所
の
特
例
又
は
共

O
省
令
(
同
八
三
)

一
般
放
送
の
設
備
及
び
業
務
に
関
す
る
届

出
の
特
例
を
定
め
る
省
令
(
同
八
四
)

中
波
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式

(
同
八
五
)

符
号
の
構
成
、
音
声
信
号
の
送
出
手
順
及

び
デ
�
 タ
パ
ケ
ッ
ト
の
送
出
手
順
を
定
め

l

る
等
の
件
を
廃
止
す
る
件
(
同
二
三
四
)

用
で
き
る
場
合
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件
(
同
二
四
五
)

(
以
下
次
の
ペ
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ジ
ヘ
続
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特
例
〉

mw

お
い
て
み
傍
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
(
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
〈
平
成
二
十
二

年
法
律
第
六
十
笈
今
〉
に
よ
る
廃
止
前
の
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
(
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
慰
問
弓
)
第
一
二

条
の
綴
定
に
よ
る
砕
許
可
務
し
く
は
開
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
等
若
し
く
は
法
第
百
二
十
六
条
の
規
定

に
よ
る
受
録
殺
し
く
は
法
第
一
句
一
一
十
条
の
規
定
に
よ
る
変
質
登
録
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
区
域
の
全
部
又
は

ふ
人
部
分
に
お
い
て
符
綴
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
を
行
う
こ
と
に
関
し
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
の
施
設
計
一
般
又
は

(
停
電
対
策
等
の
綴
定
の
適
潟

第
四
条
新
規
制
約
第
百
九
条
の
規
定
は
、
こ
の
議 
刊
の
旅
行
の
際
期
引
に
改
正
法
附
則
第
九
条
第
一
附
恨
の
規
笈
に
よ
り
凝

A

的
什
仙
以
送
潟
の
免
許
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
(
以
下
「
み
な
し
免
許
人
い
と
い
う 

の
議
気
滋
僑
絞
織
の
う

ち
、
中
波
放
送
又
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る
そ
の
他
の
中
継
局
へ
の
送
僚
に
係
る
や
融
制
問
刷
機
設

備
及
び
そ
の
飽
の
中
継
局
に
係
る
放
送
閥
均
の
送
信
設
繍
に
つ
い
て
は
、
不
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日 

茨
で
の
問
〈
み

な
し
免
許
人
が
、
符
臼
ま
で
の
践
に
そ
の
抽
出
の
中
継
局
に
係
る
放
送
局
の
得
免
許
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に
お
い
て
、

中
波
紋
送
又
は
テ
レ
ど
ジ
ョ
ン
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る
そ
の
他
の
中
継
局
へ
の
滋
憶
に
係
る
中
継
回
線
設
儀
及

び
そ
の
他
の
中
継
潟
に
係
る
放
送
局
の
送
信
設
備
を
、
何
回
以
降
に
新
規
則
第
百
九
条
に
規
定
す
る
基
準
に
遜
ム
問
合

せ
る
計
額
を
提
出
し
た
と
き
は
、
当
該
自
ま
で
の
間
)
は
、
適
用
し
な
い
。

第
五
条
新
規
則
約
第
夜
間
関
条
、
第
百
七
条
第
一
褒
及
び
第
二
項
、
第
百
八
条
、
第
百
十
一
条
並
び
に
第
百
十
二
条
第
二

成
二
十
三
年
一
一
一
月
一
二
十
一
日
表
明
、
の
期
間
中
に
つ
い
て
行
う
べ
き
も
の
は
、
な
お
従
総
の
例
に
よ
る
と
と
が
で
き
る
を

墳
の
綴
定
は
、
み
な
し
免
許
人
の
電
気
通
信
設
篠
の
う
ち
、
み
な
し
プ
ラ
ン
局
へ
の
送
信
に
係
る
中
継
回
線
設
綴
及

総
務
省
令
第
六
十
三
号

び
み
な
し
ヅ
ラ
ン
潟
に
係
る
放
送
局
の
送
信
設
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
儲
(
み
な

し
免
許
入
が
、
河
川
お
ま
で
の
際
に
成
立
該
み
な
し
プ
ラ
ン
局
に
係
る
放
送
局
の
再
免
許
の
交
付
を
受
け
る
場
合
に
お
い

て
、
み
な
し
プ
ラ
ン
潟
へ
の
送
信
に
服
部
る
中
継
問
線
設
備
及
び
み
な
し
プ
ラ
ン
局
に
係
る
放
送
局
の
送
信
設
備
を
、

料
日
以
降
に
額
縁
側
約
第
夜
間
関
粂
、
第
百
七
条
第
…
項
及
、
ひ
第
二
項
、
第
百
八
条
、
第
百
十
一
条
並
び
に
第
百
十
二
条

級
二
厳
に
綴
笈
ず
る
慈
地
中
に
適
合
さ
せ
る
札
制
緩
を
提
出
し
た
と
き
は
、
当
該
日
ま
で
の
間
)
は
、
遊
間
烈
し
な
い
。

第
六
条
新
綴
制
約
第
滋
五
十
一
条
第
…
市
明
か
ら
第
三
現
ま
で
、
第
百
五
十
一
一
一
条
第
一
号
及
び
第
二
回
一
勺
並
び
に
第
百
五
十

J

M

G
森
線
電
気
滋
絞
殺
擦
の
設
務
計
衡
が
ム
日
程
的
マ
あ
り
、
か
っ
、
そ
の
実
施
が
磯
実
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
含

む
ニ
の
い
ず
れ
か
い
と
す
る
。

〈
受
穣
契
約
者
の
記
録
数
の
綾
部
の
制
規
定
の
溺
照
の
特
例
〉

第
八
条
新
規
制
約
第
忍
六
十
九
条
の
幾
定
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
記
録
の
縫
出
の
う
ち
平
成
二
十
二
年
線
路
一
日
か
ら
一
平

放
送
法
慾
ず
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
〈
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
時
乃
〉
の
絡
行
に
伴
い
、
及
び
議
波
法
〈
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
日
立
第
七
北
米
の
規
定
に
慈
づ
務
、
然
線
符
〈
絞
送
路
ゆ
依
然
く
。
〉
の
関
開
設
の
制
緩
み
約
議
備
ゅ
の

一
怒
を
改
蕊
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

二

十

三

年

六

月

二

十

九

臼

総

務

大

筏

片

山

後

補

問

無
線
局
(
放
送
局
を
除
く
。
〉
の
開
設
の
根
本
的
義
準
の
…
部
を
改
一
止
す
る
議
令

祭
線
局
(
放
送
局
を
除
く
。
)
の
開
設
の
根
本
的
基
準
(
昭
和
二
十
蕊
年
後
波
滋
漆
黍
録
会
綴
約
第
十
二
回
立
の
…
郊

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

然
線
開
河
〈
基
幹
放
送
局
を
除
く
。
)
の
開
設
の
根
本
的
基
準

第
一
条
市 

「
無
線
路
(
放
送
局
を
除
く
。
)
の
開
設
の
根
本
的
基
準
い
を
「
無
縁
日
間
(
義
的
枠
放
送
局
を
徐
く
。
〉
の
開
設

の
根
本
的
基
準
い
に
改
め
る
。

T

mず
る
新
幾
剣
第
百
六
条
、
第
百
七
条
第
三
項
及
び
第
百
九
条
の
綴
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

蝋
断
裂
に
改
一
泳
法
約
制
限
第
二
条
の
削
減
定
に
よ
る
廃
止
前
の
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
〈
昭
和
的
十
七
年
法
律
第
百
十

川
例
代
行
)
第
二
条
第
一
二
携
の
ふ
特
例
鰍
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
総
殺
務
が
絞
綴
一
ず
る
同
条
第
二
税
の
ふ
斜
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

将
校
一
路
設
払
拭
び
改
定
統
的
側
第
二
条
の
幾
絞
に
よ
る
脳
内
比
前
の
檎
気
溺
終
役
務
利
関 

放
送
法
〈
平
成
十
一
一
一
年
法
律
第
八
十

1

一
五
日
立
第
二
条
第
三
演
の
翁
気
滋
傍
役
務
利
朗
放
滋
家
業
務
が
機
燦
に
甘
都
づ
い
て
利
問
燃
す
る
こ
の
後

m

滋
気
滋
同
協
役
務
初
期 

也
事
に
よ
る
総
立

A

m放
送
法
絡
行
規
則
第
二
条
第
閥
均
の
有
線
役
務
利
剣
放
送
絞
綴
に
つ
い
て
は
、
こ
の
翁
令

第
二
条
第
一
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

斡
放
滋
問
問
、
衡
問
然
甘
都
幹
放
送
試
験
局
及
び
薬
品
付
放
送
を
行
う
実
用
化
試
験
潟
を
含
む
。
)
を
い
う
。

第
一
一
条
第
一
号
の
一
一
双
ぴ
第
八
条
市 

i

J

一
の
施
行
の
の
か
ら
ね
蛤
樹
持
し
て
…
年
後
綴
過
す
る
日
中
ぷ
で
の
問
は
、
滋
問
問
し
な
い
。

タコ

〈
緩
ん
え
に
係
る
区
域
相
憾
の
規
定
の
適
用
の
特
例
〉

，
…
第
七
条
改
正
法
相
附
則
第
五
条
第
六
現
に
規
定
す
る
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
放
滋
筏
議
活
関
十
条
第
一
問
機
の
指
定
そ

一
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
議
〈
以
下
ご
み
な
し
指
定
務
業
者
い
と
い
う 

に
つ
い
て
新
規
制
制
策
蕊
六
十
条
第
一
慣
例

一
の
綴
定
を
適
用
期
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
問
項
中
「
当
該
合
特
に
定
め
る
区
域
い
と
あ
る
の
は
、 

吋
裁
措
斡
放
送
局
い
と
は
、
法
第
五
条
第
四
項
の
甘
事
幹
放
送
を
す
る
無
線
局
(
地
上
慕
幹
放
送
試
験
問
問
、
衛
原
一
義

「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」
に
改
め
る
。

T

J
d
談
各
紙
勺
に
絞
め

j A

w

A
m

e

日
一
る
げ
れ
竣
又
は
放
送
法
等
の
…
部
を
改 
比
す
る
法
律
(
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
口
さ
の
施
行
の
尽
の
品
約
お
に
お

時
一
い
て
、
民
法
制
問
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
〈
昭
和
盟
十
七
年
法
像
第
百
十

一
什
ワ
)
第
二
一
条
の
続
出
廷
に
よ
る
許
可
若
し
く
は
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
潟
を
統
に
受
け
た
放
送
法
線
行

一
織
燃
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
(
平
成
二
十
三
年
総
務
省
令
第
六
十
二
号
〉
脳
陶
磁
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の

パ
一
作
綴
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
施
行
規
則
(
昭
和
田
す
七
年
郵
政
省
令
第
四
十
号
〉
判
例
記
第
一
に
定
め
る
施
設
町
民
崎
明
〈
施 m

壬
一
設
談
後
完
了
予
定
が
到
来
し
て
い
な
い
区
域
も
含
む
。
ご
と
す
る
。

三
一 

2

み
な
し
指
定
事
業
者
に
つ
い
て
新
規
則
第
百
六
十
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
将
項
中
「
市

月
一
町
村
の
会
掛
け
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
二
十
二
年
法
律

8
~
第
六
ト
主
笠
に
よ
る
廃
止
前
の
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
(
昭
和
盟
十
七
年
法
律
第
一
沼
十
回
号
)
第
三
条
の
規


年
…
定
に
よ
る
許
可
若
し
く
は
問
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
等
の
後
に
市
町
村
の
合
併
が
行
わ
れ
た
場
合
又


3
…
は
政
送
法
絡
の
一
部
そ
改
配
す
る
法
律
の
施
行
の
お
以
後
に
市
町
村
利
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
と
、
「
法
第
百


2
一
山
間
ト
条
第
一
墳
の
規
定
に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
放
送
法
等
の
一
認
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
廃
止
訪
の
有
線
テ
レ


成
一
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
一
時
若
し
く
は
間
内
法
第
七
条
の
幾
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
等
の
燦
現
に
有


平
一
線
テ
レ
ピ
ジ
ョ
ン
放
送
そ
行
っ
て
い
る
区
域
の
混
ず
る
当
該
勢
湾
殺
し
く
は
変
更
の
許
可
等
を
受
け
た
と
き
の
市
町


一

村 
人
は
法
第
一
段
四
十 

第
…
哨
恨
の
規
定
に
よ
る
い
と
す
る
。

一片
 

み
な
し
指
定
怖
や
淡
衡
に
つ
い
て
新
規
制
約
第
十
約
六
十
五
条
第
一
壊
の
規
定
を
遊
間 

附
削
測 

ζ

の
小
関
ん
刊
は
、
放
送
伐
材
時
の
…
部
安
改
正
す
る
法
備
陣
〈
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
回
守
)
の
施
行
の
日
(
平
成
二

十
三
年
六
月
三
十
日
〉
か
ら
施
行
す
る
。

。
総
務
翁
令
第
六
十
問
符

放
送
法
等
の
…
部
公
改
定
す
る
法
律
〈
平
成
二
十
二
等
法
律
第
六
十
一
会
開
立
の
施
行
に
伴
い
、
電
波
法
〈
昭
和
三
十

時
み
作
法
律
鎖
回
一
一
…
十
一
号
〉
の
綴
定
に
務
ヅ
タ
川
、
及
び
郎
内
法
を
災
絡
す
る
た
め
も
震
波
法
施
行
相
続
刻
の
一
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

二

十

三

年

六

月

二

十

九

日

総

務

ム

入

院

片

山

義

博

電
波
法
施
行
綴
則
の
一
部
な
改
正
す
る
後
九
明

暗
唱
波
法
施
行
規
則
〈
昭
和
二
十
五
年
議
波
駁
理
委
員
会
綴
制
約
第
十
館
料
ぎ
の
…
部
後
次
の
よ
う
に
改
…
比
す
る
。

第
二
条
第
二
唄
第
八
号
中
「
無
線
路
〈
放
送
局
を
除
く
。
〉
の
関
設
の
桜
本
的
議
機
い
そ
「
然
線
問
刈
〈
談
終
放
送
防
疫

除
く
。
)
の
開
設
の
根
本
的
姦
準
」
に
改
め
、
間
例
措
明
第
九
湾
中
「
放
送
局
援
本
築
地
中
」
を
ぷ
務
終
放
送
開
附
根
本
築
地
中
い
に
、

「
放
送
局
の
開
設
の
根
本
的
義
準
」
を
「
基
幹
材
放
送
潟
の
間
開
設
の
緩
ゑ
約
甘
部
地
中
」
に
改
め
、
問
項
第
十
一
一
一
勾
中
叶
級
品
鈴

点
検
規
則
」
を
「
登
録
検
査
等
規
則
」
に
、
「
登
録
点
検
事
業
努
紘
一
寸
規
制
問
い
を
「
登
録
検
交
響
家
業
務
等
規
則
」
に
改
め
、

問
項
第
二
十
六
日
守
中
「
放
送
局
」
を
「
放
送
局
〈
放
送
を
す
る
銀
総
局
を
い
う
。
ど
に
改
め
、
問
攻
策
二
十
八
吟
の
十

八
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
基
幹
放
送
局
基
幹
放
送
(
法
第
五
条
第
包
括
恨
の
基
幹
放
送
を
い
う
。
以
下
向
じ
。
)
念
行
う
無
線
局
(
お
談
義

静
放
送
に
加
え
て
基
幹
放
送
以
外
の
無
線
遂
信
の
送
信
を
す
る
も
の
を
含
む
。
)
で
あ
っ
て
、
基
幹
放
送
を
行
う
災

用
化
試
験
局
以
外
の
も
の
を
い
う
。

m
ず
る
場
合
に
お
い
て
は
、
問
項
中

一 …
刻
第
一
吟
〈
ヘ
及
び
ト
後
除
く 

釘
六
十
一
条
約
一
現
身
分
刊
行
〈
第
一
袴
へ
及
び
ト
を
除
く 
J
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
百
六
十
)
条
第
一

〈
は
制
切
に
法
第
一
段
開
問
十
条
第
一
一
夜
に
館
地
笈
ず
る
限
緩
の
ふ

J
V

側
関
品
取
に
お
い
て
機
関

…

泌 
mw

J

3m
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総
間
関
条
第
一
一
夜
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

‘
4-

L の
二
地
上
材
部
静
狩
始
以
送
潟
地
上
首
都
幹
放
送
(
放
送
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
一
一
一
十
二
号
〉
第
二
条
第
十
五

日
乃
の
線
上
ぷ
続
投
送
を
い
う
。
以
下
問
問
じ
。
)
を
行
う
基
幹
放
送
局
(
放
送
試
験
業
務
を
行
う
も
の
を
除
く
。
〉
を
い

いつ。
A v

m
m
(

J
O

一
，
の
ぶ
特
定
地
総
ト
ム
材
樹
齢
狩
放
送
潟
基
幹
放
送
局
の
う
ち
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
上
基
幹
放
送
局

〈
絞
滋
試
験
業
務
密
行
う
も
の
を
除
く
。
)
を
い
う
。

L
b

峨
府
間
開
条
第
…
演
第
三
問
符
そ
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

i

地
上
薬
斡
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局
〈
放
送
試
験
業
務
を
行
う
も
の
に
限
る
。
)
を
い

門
�
 

a

策
問
問
品
旗
第
一
一
淡
締
約
三
号
の
次
に
次
の
…
吟
そ
加
え
る
。

ご
一
り
一
特
定
地
上
義
斡
放
送
総
数
悶
拘
禁
幹
放
送
仰
仰
の
う
ち
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
上
基
幹
放
送

放
選
絞
殺
薬
務
後
行
う
も
の
に
限
る
�
 な
い
う
。

築
制
開
条
第
二
戦
第
二
十
問
符
の
ふ
i

ゆ
吋
第
一
か
条
第
凶
鳴
い
そ
「
柑
畑
中
ハ
条
第
…
項
第
四
間
ぎ
に
改
め
、
問
項
第
二
十
号
の

X
M
M

十
一
及
び
第
二
十
円
汚
の
十
一
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

i

会
一
ト
の
ト
一
衛
疑
材
都
品
件
放
送
開
問
僻
附
疑
義
斡
放
送
〈
放
滋
法
第
二
条
第
十
一
ニ
凪
勺
の
衛
援
基
幹
放
送
を
い
う
。
円
以
下

J

同
じ
よ
そ
行
う
援
終
放
送
局
〈
俗
間
以
一
線
斡
放
滋
試
験
問
仰
な
除
く
�
 後
い
ゆ
え

の
十
一
一
保
附
援
募
幹
放
法
試
験
問
均
衡
議
終
斡
放
送
な
行
う
纂
斡
放
送
開
刈
〈
放
送
及
び
そ
の
受
信
の
進
歩
発
遼

に
必
裂
な
試
級
、
研
究
又
は
調
変
の
た
め
、
…
般
公
衆
に
よ
っ
て
後
緩
受
信
会
れ
る
た
め
の
蜘
紘
一
線
議
議
、
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
、
デ
�
 タ
伝
滋
叶
え
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
然
線
遜
係
業
務
後
試
験
的
に
行
う
も
の
に
限
る
。
〉
な
い
う
。

第
問
問
灸
の
三
の
二
第
�
 一
項
の
途
中
「
放
滋
局
い
を
「
仙
喝
し
ム
纂
斡
紋
滋
間
約
い
に
改
め
る
。

mw

第
問
問
条
の
部
第
一
項
の
表
中
「
放
送
局
」
そ
「
地
上
薬
幹
放
送
制
仰
い
に
、
又
放
滋
試
験
絡
及
び
放
送
い
を
之
総
ト
占
禁

J

終
放
送
試
験
問
及
び
基
幹
放
送
」
に
改
め
、
「
〈
議
気
滋
…
世
間
業
務
を
行
う
と
と
そ
際
的
と
す
る
も
の
ぞ
脇
陣
く
。
ど
を
制
約
り
、

同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
放
送
問
問
(
放
送
試
験
局
及
び
放
送
い
を
「
地
上
薬
品
肘
放
送
路
〈
総
よ
慕
斡
放
送
試
綴
潟
及
び

基
幹
放
送
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
三
の
二
第
一
一
場
中
「
放
滋
を
す
る
無
線
局
」
そ
「
纂
斡
放
送
開
留
に
、
「
(
間
昭
和
二
十
双
々
法
律
築
後
三
十

一
一
号
)
第
五
十
二
条
の
三
十
一
」
を
「
第
百
六
十
条
」
に
改
め
、
間
条
第
五
演
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

3

放
送
法
第
百
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
事
業
者
〈
放
送
法
第
二
条
第
二
十
三
銭
円

4

の
蒸
終
放
送
薬
業
務


を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
(
特
定
地
上
慕
斡
放
送
事
業
者
に
限
る
。
〉
で
あ
る
放
送
免
許
人
等
が
、
脳
内
務
脅
し
く
は
間
条


第
‘
一
項
に
規
定
す
る
請
求
若
し
く
は
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
第
二
項
及
び
第
二
墳
の
幾
定
に
よ
り
算
出
さ
れ


る
間
接
に
�
 め
ら
れ
る
議
決
維
の
割
合
を
確
認
し
、
又
は
同
条
第
沼
項
に
規
定
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
特
定
地
上
薬


品
村
放
送
事
業
者
が
、
問
項
に
規
定
す
る
議
決
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
株
式
以
外
の
株
式
を
特
定
す
る
た
め
、
放
送


免
許
人
等
の
議
決
権
を
有
す
る
法
人
又
は
団
体
(
紋
送
免
許
人
等
の
議
決
緩
の
十
分
の
一
以
・
と
を
δ
め
る
者
(
当
該


放
送
免
許
人
等
を
そ
の
子
会
社
と
す
る
認
定
放
送
持
株
会
社
を
除
く
。
)
に
緩
る
。
次
補
慌
に
お
い
て
部
門
じ
。
)
に
対
し
、


謀
術
又
は
瀦
子
情
報
処
燈
総
織
〈
放
送
免
許
人
等
の
使
潟
に
係
る
電
子
計
算
機
と
照
会
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る


様
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
総
綴
を
い
う
。
次
漢
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
使
用
に
よ


り
、
そ
の
者
に
占
め
る
一
の
外
閣
法
人
等
の
議
決
穣
の
割
合
そ
の
品
似
の
事
項
に
つ
い
て
照
会
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、


刈
波
法
人
又
は
団
体
が
当
該
熊
会
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
七
営
業
呂
以
内
に
そ
の
毘
答
が
得
ら
れ
な
い
と
き


は
、
当
核
法
人
文
は
凶
体
の
占
め
る
こ
れ
ら
の
放
送
免
終
人
等
の
議
決
緩
の
全
て
を
時
間
援
に
占
め
ら
れ
る
議
決
権
の


判
例
�
 け
と
し
て
第
一
績
の
計
算
を
す
る
。


第
六
条
の
三
の
一
一
中
第
六
墳
を
第
七
墳
と
し
、
第
五
項
の
次
に
次
の
…
壌
を
加
え
る
。


ρ

り
仙
似
滋
泌
総
百
二
十
笈
条
第
一
項
第
二
悶
げ
に
規
定
す
る
輸
相
上
基
幹
放
送
を
す
る
然
縁
日
開
の
免
許
を
受
け
た
基
幹
放
送

問
問
削
減
供
験
終
滋
(
放
送
法
第
一
一
条
第
コ
ム
�
 問
問
問
符
の
背
部
幹
放
送
局
縫
絞
れ
楽
器
来
殺
を
い
う
。
以
下
河
じ
。
)
で
あ
る
放
送
免

狩
人
絡
が
、
間
柄
引
絞
し
く
は
問
法
務
窃
ニ
ト
笈
条
第
一
一
療
に
お
い
て
準
煎
す
る
限
内
法
第
百
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す

る
紛
求
務
し
く
は
通
知
刈
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
第
一
演
及
び
第
二
壊
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
間
接
に
占
め
ら

制
的
法
第
百
二
十
五
条
第
二
磯
に
お
い
て
祭
殿
す
る
同
法
第
百
十
六
条
第
四
項

上
議
終
放
送
後
ず
る
然
綴
潟
の
免
淡
を
受
け
た
基
幹
放
送
局
提
供
築
業
者
が
、
同

殺
す
る
法
人
又
は
間
体
に
対
し
、

こ
と
と
な
る
絞
災
以
外
�
 数
式
を
特
定
ず
る
た
め
、
放
滋
免
訴
人
等
の
議
決
権
を

そ
の
畿
に
お
め
る
一
の
外
国
法

人
等
の
議
決
緩
の
割
合
そ
の
他
の
豪
商
慣
に
つ
い
て
熊

λ

銭
安
し
た
機
会
に
れ
仰
い
で
、
瑞
け
核
法
人
又
は
間
体
が
当
該
照
会

を
受
け
た
尽
か
ら
起
算
し
て
七
営
業
門
災
以
内
に
そ
の
問
問
答
が
後
ら
れ
な
い
と
批
判
」
は
、
批
判
絞
法
人
又
は
聞
休
の
お
め
る

こ
れ
ら
の
放
送
免
許
人
等
の
議
決
機
の
会
て
そ
間
後
に
必
め
ら
れ
る
議
決
機
の
割
合
と
し
て
第
一
演
の
針
燃
を
ふ
守

る。第
六
条
の
間
関
第
二
券
市
ザ
「
放
送
局
(
放
送
試
験
局
、
放
送
綴
援
問
問
、
放
送
試
験
衛
援
問
問
及
び
放
滋
い
な
「
廿
務
総
数
滋

局
(
甘
怒
幹
放
送
」
に
改
め
、
「
〈
電
気
通
…
…
日
間
業
務
を
行
う
こ
と
そ
図
的
と
サ
る
も
の
そ
除
く
。
ど
を
削
り
、
同
条
第
一
…
一
得

中
「
放
送
局
」
を
「
薬
品
付
放
送
局
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
、
安
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

閉
山
市
内
外
放
送
を
行
う
基
幹
放
送
局

第
六
条
の
問
問
第
五
回
守
中
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
問
条
第
六
号
中
「
第
一
一
一
条
の
蕊
」
そ
「
第
八
北
京
い

に
、
「
放
送
局
」
を
「
墓
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
別
表
第
…
号
(
技
〉
十
五
」
を
「
別
表
第
五
同
支
注
〉

十
二
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
規
定
中
「
放
送
局
」
を
「
基
一
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
同
条
第
十
号

市
甲
「
放
送
試
験
開
局
、
放
送
衛
星
局
、
放
送
試
験
衛
星
局
又
は
放
送
」
を
「
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
、
衛
援
基
幹
放
送
開
潟
、

衛
星
基
幹
粋
放
送
試
験
局
又
は
基
幹
放
送
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
凶
中
「
放
送
局
」
を
「
薬
品
肘
放
送
局
」
に
改
め
る
σ

第
六
条
の
間
関
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

〈
適
正
か
つ
磁
実
に
基
幹
放
廷
を
す
る
こ
と
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
す
る
基
準
)

第
六
条
の
践
の
ニ
法
第
七
条
第
二
項
第
六
号
ハ
の
適
正
か
つ
確
実
に
基
幹
放
送
を
す
る
こ
と
に
支
滋
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
な
い
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

放
送
法
第
百
八
条
に
基
づ
く
災
擦
の
場
合
の
放
送
そ
の
他
基
幹
放
送
事
業
者
が
法
律
に
基
づ
き
行
う
放
送
を
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
幹
放
送
に
加
え
て
す
る
基
幹
放
送
以
外
の
無
線
通
信
の
送
信
(
以
下
「
基
幹
放

送
外
の
送
縫
い
と
い
う
。
)
が
当
該
放
送
を
�
 察
す
る
と
き
に
は
、
当
該
基
幹
放
送
外
の
送
信
を
中
断
し
て
、
当
該

放
送
を
行
う
も
の
怖
に
あ
る
こ
と
。

甘
都
斡
放
送
外
の
滋
僚
が
、
基
幹
放
送
と
認
識
さ
れ
な
い
よ
う
適
切
な
団
関
掛
践
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

凝
紛
放
送
外
の
滋
僚
が
、
そ
の
築
斡
放
送
の
受
信
仰
同
備
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

羽吋� 

議
隣
放
送
防
総
供
事
業
務
、
か
森
幹
放
送
外
の
滋
…
…
憶
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
実
施
の
詳
細
織
に
つ
い
て
そ

nu 

〕レ」。� 

い
る
も
の
で
あ
る

γ

以
前
各
悶
…
り
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
基
幹
放
送
外
の
送
僚
が
、
募
総
数
送
を
行
う
べ
き
待
問
又
は
幾
竣
に
影
響
を

淡
ぼ
す
も
の
で
は
か
い
こ
と
。

第
七
条
第
一
勾
中
「
放
送
筋
い
な
「
州
地
上
義
的
�
 放送
開
仰
い
に
改
め
、
関
門
条
第
一
一
�
 
ωいけ出� 

「
放
送
試
験
間
約
い
そ
ぶ
川
上
ぷ
一

幹
放
送
試
験
閥
均
」
に
改
め
、
間
条
第
一
一
一
得
中
「
放
滋
試
験
衛
幾
悶
刈
い
な
「
線
開
緩
袋
終
始
以
送
試
験
閥
均
い
に
改
め
、
開
条
中

第
六
�
 坊
を
同
条
第
七
吟
と
し
、
第
一
二
吟
か
ら
第
五
純
可
申
仇
で
俊
一
勾
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
二
汚
を
知
加
え

る。
一
ニ
衛
星
基
幹
放
送
局
〈
臨
時
目
的
放
送
品
也
専
ら
行
う
も
の
に
限
る
�
 
当
該
絞
送
の
間
続
的
問
後
渓
成
す
る
た
め
に
必


.
設
な
期
間


第
八
条
第
一
頃
中
「
放
送
局
」
を
「
地
上
慈
験
放
送
局
い
に
改
め
、
問
問
条
第
…
…
攻
第
一
号
や
「
放
送
開
局
い
校
長
引
上


基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
問
項
第
二
回
吋
安
次
の
よ
う
に
改
め
る
。


二
地
上
基
幹
放
送
試
験
日
刊


M v
e

第

八

条

第

二

項

第

六

号

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

。


六
衛
星
基
幹
放
送
局
(
臨
時
目
的
放
送
を
専
ら
行
う
も
の
に
綴
る


第
八
条
第
二
項
中
第
十
一
一
一
号
を
第
十
凶
号
と
し
、
第
七
口
汚
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
問
符
ず
つ
繰
り
下
げ
‘
第
六
号
の


次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。


七
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局


第
九
条
第
二
号
中
「
放
送
局
周
波
数
使
用
計
画
」
を
「
基
幹
放
送
局
潟
波
数
使
用
計
官
邸
」
に
改
め
る
。


第
十
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
令


3

法
第
九
条
第
五
項
及
び
第
十
七
条
第
二
項
の
幾
定
に
よ
り
変
更
の
許
可
を
南
京
し
な
い
基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら

れ
る
電
気
通
信
設
備
の
軽
微
な
変
更
は
、
刻
表
第
一
号
の
開
問
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
条
の
ニ
第
…
号
中
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
開
局
」
に
改
め
る
。

mmw
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第
卜
…
条
第
一
一
様
相
刻
一
一
科
勺
の
次
に
次
の
一
閥
均
一
そ
加
え
る
。

は
間
体
の
政
側
称
の
…
部
と
し
て
潟
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
J

二
の
二
地
上
議
終
放
送
の
薬
務
の
悶
m
に
供
唱
す
る
然
線
局
に
係
る
認
定
義
務
放
送
事
業
者
の
錨
入
の
氏
名
〈
法
人
又

第
十
…
条
第
三
閣
制
綴
二
附
…
り
や
「
放
送
法
第
二
条
第
三
号
の
二
に
綴
定
す
る
放
送
事
業
者
」
を
「
義
務
放
送
事
業
者
又

J

は
ぷ
紛
放
送
筋
綴
供
数
業
説
明
い
に
改
め
、
間
前
明
第
一
ニ
問
符
及
び
第
殴
品
�
 ・
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
有
線
瀦
然
渦
閣
総
絞
倫
中
信
用
い
て
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
業
務
を
行
う
品
告
で
�
 の
っ
て
、
放
送
法
第
二
条
第
二
十
五

内
勺
に
綴
叙
す
る
一
般
放
送
泰
惜
敗
者
又
は
骨
骨
線
電
気
送
儀
法
〈
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
九
十
六
号
)
第
三
条
第
一
項

i

放
び
筋
二
機
の
脳
出
を
し
た
者
が
、
当
該
放
送
の
業
務
の
円
滋
な
遂
行
を
隠
る
た
め
に
湾
設
す
る
も
の

開
放
滋
法
第
二
条
第
一
一
一
回
一
勺
に
規
定
す
る
一
般
放
送
の
業
務
を
行
う
者
が
、
一
般
放
送
の
業
務
の
内
揖
穏
な
遂
行
を
図

ゐ
た
め
に
開
設
寸
る
も
の
(
前
号
に
該
当
す
る
も
の
及
、
び
有
線
電
気
通
信
設
鋳
を
開
用
い
て
ラ
ジ
オ
放
送
の
業
務
を

行
う
畿
が
附
附
設
す
る
も
の
を
除
く
。
)

第
十
一
条
の
こ
の
双
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
地
上
基
幹
放
送
局

mw

三
地
上
総
際
放
送
試
験
局

第
ト
一
条
の
二
の
笈
第
一
一
境
第
十
八
号
及
び
第
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
八
街
袈
裟
幹
放
送
局

十
九
衛
翠
議
幹
放
送
試
験
局

Z

第
ト
一
条
の
ニ
の
六
第
一
一
境
第
二
号
中
「
移
動
受
信
用
地
上
放
送
」
そ
「
移
動
受
信
用
総
よ
基
斡
放
送
」
に
改
め
る
。

-mT

第
ト
一
条
の
三
第
五
号
及
、
び
第
十
五
条
中
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
の
二
一
第
一
演
中
「
放
送
衛
星
局
及
び
放
送
試
験
衡
是
局
及
び
い
及
び
「
も
の
の
う
ち
議
気
遜
…
一
仲
間
業
務
を

行
う
」
を
郎
り
、
同
条
第
二
項
中
「
放
送
衛
星
局
、
放
送
試
験
衛
泉
局
及
び
」
及
び
「
も
の
の
う
ち
電
気
漁
修
業
務
会

行
う
」
を
削
る
。

第一一� 
十
二
条
の
殴
第
二
項
中
「
放
送
衛
察
局
、
放
送
試
験
衛
星
局
及
び
」
及
び
「
も
の
の
う
ち
後
気
通
一
抑
制
措
常
務
を
行

う
」
を
郎
る
。

H
4

第
三
十
二
条
の
六
第
一
項
中
「
及
、
び
二
、

五
…
一
主
闘
を
超
え
一
一
、

t

緩
波
放
送
又
は
デ
�
 タ
放
送
を
行
う
た
め
の
放
送
衛
星
賂
」
を
削
る
。

第
一
一
一
十
八
条
の
表
中
「
放
送
局
」
を
「
姦
斡
放
送
局
」
に
改
め
る
。

第
一
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
四
項
若
し
く
は
第
五
回
世
」
会
「
第
況
税
務
し
く
は
第
六
綴
い
に
、
「
第
七
十
三
条
第
ぷ
凝

を
「
第
七
十
一
一
一
条
第
閉
山
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
一
墳
を
同
条
第
三
演
と
し
、
問
条
第
一
演
の
次
に
次
の
一
一
機
後
加
え
る
。

立
法
第
七
十
一
一
一
条
第
…
一
一
項
の
規
定
に
よ
り
検
交
安
翁
賦
附
し
た
と
設
は
、
そ
の
除
後
別
汲
策
問
符
の
ご
に
定
め
る
様
式


の
然
的
総
局
検
交
省
絡
通
知
州
議
に
よ
り
免
許
人
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。


第
間
関
十
条
第
一
現
第
…
…
脇
町
ゆ
か
ら
�
 
ま
で
以
外
の
部
分
�
 
「
放
送
局
い
そ
吋
甘
都
幹
放
滋
問
問
い
に
改
め
、
問
問
符
問
中
「
放


送
局
い
を
「
務
終
放
送
局
」
に
改
め
、
問
湾
総
後
制
約
り
、
ゆ
「
、
受
託
閣
内
放
滋
、
受
託
協
会
関
際
放
送
、
受

m

L

託
内
外
放
送
」
也
管
制
約
り
、
ぷ
凶
の
放
送
局
」
を
い
に
、
吋
放
送
局
の
場
合
後
除
く
い
を
「
慈
幹
放
送
潟


の

滋

台

後

除

島

也

、

る

畿

に

限

る

い

に

改

め

、

問

符

川

聞

を

問

符

矧

と

し

、


問
符
附
そ
問
符
仰
と
し
、
問
湾
問
及
び


を
「
地
上
議
終
放
送
局
い
に
、
ぷ
布
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
又


間
条
第
一
一
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。


地
上
議
終
放
送
試
験
閥
均


筑
間
十
一
条
の
ご
の
ふ
ハ
第
十
九
銭
円

4

出

?

を

に
改
め
、
「
〈
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
す
ゐ
も
の
を
除
く
@
ど
を
削
倒
的
ソ
、
関
門
条
第
二
十
関
脇
持
母

市
恨
の
表
十
一
一
一
の
項
〈
一
ど
を
「
第
十
�
 開条

第
一
附
慌
の
淡
十
六
の
議
ご
と
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
五
中
「
第
七
十
三
一
条
第
三
項
」
を
「
第
七
十
三
条
銭
的
問
項
」
に
、
お
別
表
第
五
常
の
二
」
を
「
別
表
第

五
月
乃
の
一
一
一
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
一
条
の
六
と
し
、
第
間
関
十
一
条
の
�
 聞
の
次
に
次
の
ザ
条
そ
加
え
る
。

m

(
検
査
を
省
略
す
る
場
合
)

第
四
十
一
条
の
五
法
第
七
十
三
条
第
一
一
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
免
許
人
か
ら
援
出
さ
れ
た
刻
表
第
定
等
の
ご
の
綴
式
に

に
添
付
さ
れ
た
伺
壌
に
規
定
す
る
説
明
書
(
以
下
「
検
査
結
果
説
明
滋
ぎ
と
い
う
。
〉
が
遊
芸
な
も
の
で
あ
っ
て
、
か

っ
、
検
査
(
点
検
で
あ
る
部
分
に
限
る
。
〉
を
行
っ
た
お
か
ら
起
算
し
て
一
一
一
銭
月
以
内
に
提
出
さ
れ
た
務
会
は
、
法
第

七
十
三
条
第
一
一
境
の
検
査
を
省
略
す
る
。

第
四
十
一
一
条
の
こ
の
世
夜
中
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
い
に
改
め
る
。

第
間
間
十
一
一
一
条
の
三
第
一
項
中
「
放
送
局
い
そ
「
基
幹
放
送
局
い
に
、
「
第
六
条
第
二
凝
第
三
等
い
そ
「
第
六
条
第
二
機

第
�
 
間
口
巧
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
放
送
局
い
を
「
築
斡
放
送
局
」
に
、
「
欽
滋
務
皆
無
」
を
「
義
務
放
送
の
薬
務
を
行

う
事
業
又
は
放
送
法
第
百
十
八
条
第
一
一
演
に
規
定
す
る
放
送
局
設
備
供
給
役
務
の
援
供
を
行
う
家
数
い
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
九
の
二
第
一
環
第
十
問
符
中
越
品
録
点
検
規
則
第
笈
北
米
第
一
環
い
そ
吋
滋
線
検
資
総
得
線
制
約
第
六
条
第

一
叫
咲
い
に
改
め
、
問
項
第
十
六
吟
そ
問
項
第
十
七
品
け
と
し
、
問
項
第
十
一
か
将
校
関
明
快
第
十
六
袴
と
し
、
関
門
慣
例
第
十
問
問
符

を
問
項
第
十
五
日
汚
と
し
、
伺
瑛
第
十
三
問
符
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
窃
登
録
検
査
等
綴
則
第
五
条
第
一
柄
引
の
規
定
に
よ
る
殺
録
の
一
次
紛
の
総
務

第
五
十
一
条
の
十
五
第
一
項
第
一
得
中
「
第
十
六
条
の
…
一
い
な
「
第
十
七
条
い
に
、
「
第
間
関
税
申
ホ
ザ
¥
第
七
壊
兵
ひ
第

八
壊
」
そ
「
第
六
項
ま
で
、
第
九
明
快
及
び
第
十
哨
引
い
に
改
め
、
間
条
第
二
号
山
中
「
放
送
局
い
そ
ぶ
滋
斡
放
送
閥
均
い
に
改

め
、
潟
市
悦
第
二
号
の
一
一
中
「
第
殴
描
引
い
の
…
ト
に
つ
鱗
ニ
ム
1
間
条
の
こ
の
二
銭
一
機
い
な
加
え
」
第
二
十
問
料
品
部
の
七
」

を
吋
第
二
十
間
開
条
の
�
 第
一
一
収
及
び
第
二
噴
い
に
、
「
第
二
十
問
品
加
の
十
共
ひ
い
な
「
第
二
十
隣
北
米
の
十
並
び
に
い
に
改

め
も
関
門
漠
第
三
等
中
叶
第
六
機
い
を
「
第
七
噴
い
に
改
め
、
問
綴
策
関
邸
内

4

出
ザ
吋
第
七
十
三
北
米
第
約
嘆
い
を
「
第
七
十
一
一
一

条
第
五
緩
い
に
改
め
、
的
条
第
二
墳
の
淡
蕊
の

m よ
る
無
線
設
備
等
の
検
査
結
果
を
記
載
し
た
警
類
(
以
下
「
検
交
爽
絡
報
告
議
」
と
い
う
J
及
び
検
変
袋
路
報
告
警

evu

「
笈
の
問
問
い
に
改
め
、
部
門

第
五
十
一
条
の
十
滋
第
二
療
の
淡
五
の
問
炎
中
「
五
の
闘
い
を
「
五
の
と
し
、
「
五
の
五
」
を

策
協
緩
や
「
第
二
十
開
条
の
・
十
ど
な
「
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
頃
」
に
改
め

A
m

る。
第
五
十
二
糸
剤
取
「
第
十
北
米
の
規
定
に
よ
る
殿
山
山
、
法
第
十
八
条
」
を
「
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
嵐
山
出
書
類
、

法
第
十
八
条
第
一
明
吸
い
に
、
吋
場
合
の
嵐
山
ω
又
は
法
第
七
十
三
条
第
一
二
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
の
結
果
を
記
載
し
た
番
類

で
い
後
「
場
合
の
免
鈴
制
緩
制
約
第
二
十
五
条
第
四
穫
の
規
定
に
義
づ
く
腐
出
一
審
類
又
は
無
線
設
備
等
の
点
検
実
施
報
告
舎

で
ぬ
っ
て
い
に
改
品
的
、
総
門
条
に
次
の
…
項
や
一
加
え
る
。

4

検
変
実
施
報
記
口
議
闘
で
あ
っ
て
船
舶
総
局
(
策
路
十
…
条
の
こ
の
六
第
八
回
守
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
)
、
選
難
自
動

滋
報
局
、
無
線
続
行
移
動
潟
(
第
約
十
一
条
の
二
の
六
第
十
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
)
又
は
船
舶
地
球
局
に

係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
壌
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
も
任
意
の
総
合
通
信
局
長
を
経
由
し
て
所
轄
総
合
通
信
局

長
に
提
出
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
五
十
二
条
の
二
中
第
一
一
号
を
部
り
、
同
条
中
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
凶
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号
、
ず
つ

繰
り
上
げ
る
。

判
的
表
第
一
号
の
一
一
一
の
表
題
中
「
滋
�
 泳
」
を
「
滋
�
 冷
滋
�
 溺
」
に
改
め
、
同
表
第
1
の
表
中
「
溶
い
体
淘
」
を
「
桝

骨
骨
神
沖
隊
溜
」
に
改
め
、
関
門
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

制
S
思
議
足
掛
印
綴
ヤ
�
 H

O

H
G

H

淫
綿
織

組問� 
w
m
q
u

町
御
蔵
剛
抑
議
六
惑
が
出
何
�
 wm九
H

J

「が。

j

h

滋

ω
怒
濁
鶏
)

叫
帝
出
叫
品
叩
瀬
戸
、
狩
ご
綴
雰
滋
減
免
〉
凝
議
行
道
玄
ふ
合
内
伊
織
演
出
国
議
議
議
�
 δ裁
選
対
側
煩
�
 
先
行
溺
�
 叩
耐
側
潟

H
c
m
m

FHd

qh

N
H
F
ν

、
間
関
功
例
磁
お
同
時
議
口
口
議
選
�
 

袖
榔
�
 

抑
協
部
制
熔
議

W

鳴
門
川
瀦
(
滋

N
h

蕊� 

蕩
接
点
市

U

結
晶
削
除
滋
演
出
掛
務
部
開
議
号
孫
一
時
間
耐
史
郎
寸
前

恥
引
か
れ
什
。

閣内

d
N
H
τ

J

V

μ

~

骨
肉
山
円
桜
{
同
制
持
議
見
〉
認
逮
蒸
坤
臨
む

冷
媒
�
 「内� 

い可日時」リ此時内� V
J
手
議
見
〉
薬
怒
行

時
斗
戸
、
鎖
社
業
務
」
「
布
引
河
村
官
。
見
〉
磁
器
総
務
惑

G 

主検

ヰ宇

量話
w
m
J
q



1むを「放送局J1(<1 r 注� r(イ可)総合通信局長」とある部分は、沖縄総合通信事務所にあっては沖縄総合通信事務~鴨緑 1 D 基幹放送局Jl!.古当官， fj[1ll託119:;;-1:ト「第二条第六項第一号又は問項第

一号の二」剥「第二条第六項第二号又は問項第三号」以ぢ定的。 所長とする。� 

地上基幹放送局及び地上基幹放送試験局」1r;年J縦モト「放送局及び放送試験局inir'9119119妄補給¥� 2 検査を省略する無線局が複数ある場合には、本通知書の各項目の内容の対応関係を明確に

t，(r放送衛星局及び放送試験衛E塁局」偽1 r衛星一基幹放送局及び衛星基幹放送試験局l!.話ゴ去の。� した上で一括して記載することを可とする。当該欄に記載できない場合は、l.JIJ紙として添付

E芸術総1ial!'9119111鋭的e91iRl耐久く9吋小l!.古否定的。 することができる。

区制総同ill!'撚11ill!'モト「主遅刻限」必1r翠叫時主主主遅刻Il@:J以活安' 区ill!'ヨ吾「悔い~4l 9J 9トl!.rt< 
~誕刻表!総護軍事下 J 心 Q主主犯 1司E9 小.j1ì国語Gモト'~:i?:?~若草越1(<1~1.:!い4l 9J ω，E.i'(' fj[1iRl膝4一千ぐDl!'e-a-r主主

(
r
o

F

寸 

ミ壁

並立

無線局の種別 記号 無線局の種別 記号 無線局の種別 記号

回定局� FX 陸上移動中継局� FBR 宇宙局� ME  

特地定地上基幹車放字放送局以外� 
の 上義 送局

BB 陸上移動局� ML  衛星2基幹放送局� EV  

特定地上基幹放送局� BC 無線航行陸上局� RL 衛星基幹放送試験局� EBE 

特以定外地の地上基上幹基放幹放送試送験試験局� 

局

BD 無線標定陸上局� LR 人工衛星局� EKT 

特定地上基幹放送試験局� BE 無線襟識局� RB  実験試験局� EX 

海岸局� FC 海岸地球局� TI 実用化試験局� DVT 

航空局� FA 航ZE地球局� TB  気象援助局� SM  

墓地局� FB 携帯主主地地球局� TYP 標準周波数局� SS 

携帯基地局� FP 地球局� TC 特別業務の局� SP 

無線呼出局� RP 

?羽海副l 縫側主総主主お;制限' 話量制時主主主返す!Q寝袋Il@:þ<~械!詰主主遅刻l!.ぢll@:'事正予秘話番義援酬1l@:T<控訴す五1J� 1(<1 r
台，� r(世田駅周辺帯保総体1!と小ト J--\Hみ1 [lllg'よJ .p~4l 9;年J鐙VO)J 1(<1道心~1tt者総 11 十-iく ill!'モト「事選制滋E制限

再認め事遅刻括経週苦闘Il@:J 1(<1 r尊重岡崎$話相Il@:民';:S~殴i欄主主事選対1宣言露Il@: J 土J活安' 区泌総11→--tJill!'-a-r話
相邸時1ll@:J1(<1 rほ側湖北主主語格!Il@:Jl!.都公'区制撚11+くill!'-a-r主主制穏昔話通量腿1ll@:J1(<1 r窓側線1;1;主語，)jQ~霊

童話殴l!.古'3-'2' 区制撚川+ill!'モト「事遅刻J1(<1 r和総意事選，)jQJl!.浴公'q制服問題E鍬縫うる1!と小トJ心1(<1[lll吉久j

いの4l9;年j鐙VO)J ;印章E~。 

E芸術総同il1!'91191ll者艇を「第41条の� 5J1(<1 r第41条の� 6 Jl!.吉王宮， fj[1ll当91ll曜を「第73条第� 3項J，，'d 

「第73条第4項」土.(r登録点検結果通知書J1(<1 r点検結果通知書Jl!.'r主主録点検事業者名J1(<1 r登録

検査等事業者名� u話交'匿事総9士己吋<;年j 這:l:γ fj[~将 9i記l!.告~9 -'iS小 u異同時。 

4 ーの登録検査等事業者が複数の無線局の点検を実施した場合には、本報告書の各項目の内容

の対応関係を明確にした上で一括して記載することを可とする。当該欄に記載できない場合は、� 

l.JIJ紙として添付することができる。� 

5 代理人による提出の場合は、免許人等の氏名又は名称を記載するほか、当該代理人の氏名又

は名称、住所、郵便番号及び電話番号を付記すること。

&;術革長岡il1!'9111(<1友病撚同il1!'9111--¥JJ 5芸術tllRl-R ill!' 9~以~91 蝋偽j異民子。。

別表第五号の二 免許人が総合通信局長に提出する無線設備等の検査実施報告書芸の様式(第41条の� 5
関係)

無線設備等の検査実施報告書

妄泌総 61ilir' 9~対胞を「第39条J 1(<1 r第39条第� l項l!.古当官'IlH可燃可否「第4項若しくは第5項」� 年 月 日

ω 「第� 5項若しくは第6項Jl!.'r第73条第� 3項J1(<1r第73条第4項Jl!.討す号'度側首$C'Jモト「第73条第� (何)総合通信局長 殿

3項J 1(<1 r第73条第 4 項l!.都台'区制9~以告~9 11ll託先1，E判的。一~一一~zvT (印) 
第

私所属の無線局の無線設備等の検査を行ったので電波法第73条第� 3項の規定により検査結果

N
Z
C

年 月 長|証明醤を添えて提出します。


無線局検査省略通知書


長
(免許人) 殿 検査年月臼 無線局の種別


号

日

(何)総合通信局長 j:Op 免許の番号 識別信号

質所属の下記無線局については、電波法第73条第� 3:嘆の規定に基づき、同条第� l項の規定に 辺

基づく検査を省略することとしたので通知します。


点検年月日

記


辺
1 識31J信号 点検を行った場所

LF 2 免許の番号 登録検査等事業者名


3 検査年月日
備考 


4 無線局の種別� 

∞ 
的

短 辺 (日本工業規格A列4番) 短 辺� (日本工業規格A 7IJ4番)

↑υ

}
一
白 

川
守
的
吋
世 

免許人の氏名又は名称(氏名を自筆で記
入したときは、押印を省aaできる。)別表第四号のニ 法第73条第� 3項の規定による無線局検査の省略通知の様式(第39条第� 2項関係)

践
求
世
)
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m
w
m 門附

 

的
州制ぬ

 

汰
務
明
細
惜
別
刷
叩
活
様
行

V

砂
災

探
検
勢

附
問
削
削

i2五
年
法
律
第
百
一
一
一
十

mw

Il29FJ6 1':主23成jポ

な
長
一
続
放
送
又
は
そ
れ
以
外
の
議
終
放
渓
い
に
絞
め
、
間
内
総 

そ
河
務
第

h
d

m

m
w

閥
均 
仰
を
問
湾
総
と
し
、
問
問
問
サ
山
聞
を
問
問
符

川
州
内
外
放
送

十
二
」
に
、
「
倒
的
中
叩
次
第

ぴ}

N M

d

の
二
第
一
環
に
規
定
す
る
伝
搬
障
害
防
止
区
域
に
係
る
議
婆
無
線
滋
儀
の
儀
後
伝
綴
絡
に
お
け
る
も
の
そ
除
く
J

が
生
じ
た
場
合
に
霞
定
局
の
代
わ
り
に
臨
時
に
使
用
さ
れ
る
間
一
の
鎗
波
の
製
式
及
び
燃
波
数
々
の
然
線
設
撚
端
的
W

鐙
(
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
〉

相

府

間

関

条

第

一

一

考
h
T

六

鍬
潟
縄
戦
議
選
行
弘 

ペ
ヤ
件
等
議
瀞
持
品
昨
日
倒
滋
必
一
掃
哨

m
G

九
い
紛
が
時
制
時
サ
む
'

付
会
議
務
時 
ww

「
〈
蕊
〉
総
市
町
協
溺
同
制
州
刑 
ι

出
司
同
仰
向
い
叫
が
。

慾
城
市
判
油 

仲
'
滋
州
問
岡
山

i
舟

〉

機

数

滋

城

地

明

川

前

線

帆

叩

戸

、

出

付

録

市

町

行

広

げいい
 

滋
円
、
ぺ
防
白
銭
外
川
伊
川
け
什
待
出
叫
汁
吟
お
ザ
。
は
ゆ
削
除
議
六
叫
応
援
」
吋
爪
時
討
拘
吉
社
線

mm

γ
N

d
i

一
回
定
局
、
地
上
基
幹
放
送
局
、
航
空
局
、
墓
地
局
、
陸
上
移
動
中
継
局
、
後
上
移
動
潟
、
携
議
局
、
相
縮
小
総
統
行

第
二
条
第
六
項
第
二
号
及
、
び
第
一
二
号
を
郎
り
、
問
項
第
一
号
の
こ
を
問
項
第
一
一
一
号
と
し
、
潟
市
明
第
一
号
事
}
間
的
攻
第
一

号
と
し
、
同
市
明
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

置 間
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
同
一
規
格
の
予
備
の
無
線
設
構
(
怨
中
線
系
に
つ
い
て
は
、
問
問
…
型
式
と
す
る
。
)
の
装

第
二
条
第
六
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

d

M

苓
臨
時
印
刷 

mhS市中滋市出 

δ
去

総
上
局
、
無
線
標
定
陸
上
局
、
人
工
衛
星
局
、
構
内
無
線
局
及
び
特
別
業
務
の
出
馬
の
う
ち
二
以
上
の
続
出
線
潟
綴
笠

4

品
お
制
糊
〉
パ 
L

日
出
鈴
什
「
ペ
燃
え
叫
が
れ
い
什
砂
川 

リ
鳩
山 

。

円
以
繍
は
い 

綴
市
町
民 

品削減 

件
余
勢
枇
叩
創
出
簿 
「 

鈴 

陥
側
蹴
齢
制
州
内
ヰ
一
山
山 

吋
が
れ
い
介
。

J

-
M
W
Qd

J

m
v
m

V

m

N
V
F

A

mu

哨
抑
制
哨
〉 

出帥掛

u
o
v
d
M

4
A
組
問
〉
見 
U

沼
会
対

防
判
品
'
州
側
淘
刷
明
訓 

図
海
岸
地
球
局
、
航
祭
地
球
局
、
携
帯
墓
地
地
球
局
、
船
舶
地
球
局
、
携
帯
移
動
地
球
局
及
び
地
球
局
の
う
ろ
の

〈
総
行
期
日
〉

こ
の
衡
令
は
、
放
送
法
相
却
の
一
部
俊
改
定
す
る
法
徐
(
一
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
)
の
施
行
の
呂
〈
平
成

二
十
一
日
…
年
六
月
三
十
日
)
か
ら
施
行
す
る
。

〈
緩
滋
綴
燈
〉

免
許
人
が
総
合
通
信
局
長
に
提
閉
す
る
無
線
設
備
等
の
点
検
実
施
報
告
書
の
様
式
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

ム
次
第
一
糸
口
吋
の
一
二
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
臼
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る 
8
ま
で
は
、

な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
の
別
表
第
五
号
の
三
の
没
5
に
掲
げ

る
内
容
を
別
紙
に
記
載
し
て
添
付
又
は
改
正
前
の
別
表
第
五
号
の
こ
の
様
式
の
余
白
に
記
載
す
る
こ
と
。

。
総
務
省
令
第
六
十
五
号

A

放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
)
の
施
行
に
浮
い
、
電
波
法
〈
知
昭
和
二
十

考
〉
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
問
法
を
実
施
す
る
た
め
無
線
局
免
許
手
続
規
制
問
の
一
綴
を
改
。
注

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

二

十

三

年

六

月

二

十

九

日

総

務

大

臣

片

山

後

袴

無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

終
的
椋
民
間
免
許
手
続
短
期
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
磁
理
委
員
会
規
則
第
十
五
日
立
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
，
号
山
及
び
出
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

出
特
定
地
上
基
幹
放
送
局

出
終
定
地
上
基
幹
放
送
局
以
外
の
地
上
基
幹
放
送
局

第
二
条
第
一
項
第
、
口
汚
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

知
特
定
枯
渇
上
基
幹
放
送
試
験
局

山
間
特
定
滋
上
基
幹
放
送
試
験
局
以
外
の
地
上
基
幹
放
送
試
験
局

第
一
一
条
第
一
夜
第
九
日
げ
出
及
び
切
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

川
山
蹴
間
選
柱
部
品
村
放
送
局

衛
星
義
幹
放
送
試
験
閥
均

時
即
日
一
条
第
二
須
市
市
「
第
一
号
部
」
そ
叶
第
一
品
勺 
mw及
び
山
間
」
に
改
め
、
間
条
鍛
五
液
中
「
放
滋
削
均
〈
放
送
紋
験
問
問
、

二
以
上
の
無
線
局
の
組
閣
友
関
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
向
一
規
絡
の
予
備
の
無
線
設
織
の
裟
緩
〈
拙
憾
の
終
的
線
仰
向
に
鍛

え
付
け
ら
れ
て
い
る
装
霞
〈
船
舶
地
球
局
の
も
の
を
除
く
。
〉
を
含
む
。
)

五
多
翁
一
回
線
を
構
成
す
る
鴎
ゆ
え
局
相
互
間
に
お
い
て
、
災
議
が
発
生
し
、
又
は
電
波
の
伝
搬
路
市
灘
間
〈
法
第
百
二
条

ム
僚
議
議
ぬ
揺
ら
が
議
決
伸
機
を
殺
す
る
湛
伎
に
燃
す
る
療
現
〈
十
分
の
一
ゆ
信
仰
餓
え
る
議
決
機
を
有
す
る
他
の
袋
一
品
村
放
送
事

業
事
情
〈
放
送
法
第
二
条
第
二
十
三
思
勺
に
規
定
す
る
基
幹
放
滋
議
暗
殺
滋
を
い
い
、
日
本
放
滋
協
会
〈
以
下
叶
協
会
」

と
い
う
。
〉
及
び
放
滋
大
学
努
溺
法
〈
平
成
ふ
1
関
等
法
体
得
策
臥
約
五
十
六
問
一
勺
〉
第
一
一
一
条
に
規
定
す
る
放
送
大
宗
学
関
(
以

下
吋
学
溺
い
と
い
う 

そ
除
く
。
以
下
期
間
じ
。
〉
に
関
す
る
事
項
)

J

第
六
条
第
二
機
械
蹄
八
紘
勺
を
次
め
よ
う
に
絞
め
る
。

八

放
送
衡
問
悠
開
局
、
放
送
試
験
衛
星
局
共
ひ
放
送
」
を
「
纂
幹
放
送
局
〈
纂
幹
放
送
〈
法
第
五
条
第
四
演
の
族
幹
放
送
を
い

う
。
以
下
関
じ
。
ご
に
絞
め
、
コ
電
気
遜
一
一
徳
業
務
そ
行
う
こ
と
を
倒
的
と
す
る
も
の
な
除
く
。
〉
い
な
削
り
、
つ
受
託
図

内
始
以
送
、
受
託
協
会
関
際
放
送
、
受
託
内
外
放
送
い
を
つ
術
援
基
幹
放
送
、
内
外
放
送
い
に
、
「
放
送
路
が
い
な
「
議

終
始
以
送
局
が
」
に
改
め
、
問
項
第
一
号
ゆ
「
放
送
の
い
な
説
明
内
放
滋
絡
の
慕
斡
放
送
の
い
に
改
め
、
問
符
仰
な
削
れ
ソ
、

と
し
、
肉
料
η
仰
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

及

、

び

山

間

を

郎

総

る

。

会

で
次
の
渓
の
ト
占
拠
備
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
向
表
の
下
機
構
に
掲
げ
る
事
項

第
二
条
第
笈
閣
制
第
持
母

m

書つ 試
験

斡場合干特定聖以「基
分区

及び
化試験

衛

放送

ノ¥ ロ
 
験

局地 

の上


著放丞書
3議

を
fi 

烏
用実

局

山
蹴
糊
緩
材
撚
糾
抑
放
送

星
局
の

基放幹
場i口k 

局

送試 」金支

試験の 試験 放書客と{放量第6)項旧放喜 {放善4)岡週 (放田敏喜 組1) 

方訟 砂究f 組組放F 
善

及び 又は いう百八 編集のの 編集の綴集の

具体約 査調 )に条の の章機編集の にの

霊童す関規定 機構関ににす関慕主事のま方j計

題 るに 及びす関す関る

号項事よる 考査 るる基;本

イ具的本 放送 に項事事項言閥十� 

s't 早事
薗災「 る 
  

i 事


mw

第
一
得
条
第
双
務
第
五
湾
出
ヤ
「
第
一
一
一
条
の
笈
」
そ
「
第
八
北
京
い
に
、
「
制
約
淡
第
一
考
〈
注
〉
十
四
い
を
「
別
表
第
五
品
勺
〈
投
〉

i
f

t

ah

制
一
勺
(
捻
〉
ふ 

た
い
な
「
別
淡
第
滋
問
符
〈
設
〉
ふ 

…
一
一
い
に
改
め
、
「
、
衛
泉
補
助
放
送
い
そ
削
り
、
「
放

必
の
い
そ
「
蒸
絞
放
送
の
い
に
改
め
、
湾
総
勺
法
制
内
情
明
第
六
勾
と
し
、
関
税
務
関
勾
ゆ
「
放
送
又
は
そ
れ
以
外
の
放
送
」

a

努
と
し
、
問
項
第
三
問
符
中
「
放
送
の
」
を

幹
放
送
の
い
に
絞
め
、
間
同
句
会
符
演
祭
出
問
問
符
と
し
、
間
州
市
制
第
一
一
問
符
を
問
問
項
第
一
一
一
考
と
し
、
問
項
第
一
号
の
次
に
次

削
げ
そ
加
え
る
。

袖
棚
上
総
終
放
送
撤
怖
の
常
務
紛
放
送

川
山
地
上
材
部
幹
放
送 

区
分

mw

淡


